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Ⅰ．はじめに
　我が国においては，疾病構造の変化や医療水準の向上により

平均寿命が増加していることは自明であり，2050年には３人に

１人が高齢者という超高齢社会に突入し1），2055年には65歳以

上の高齢者人口の割合は39.4%と見込まれている2）。人口の高

齢化が進む中，疾病の予防に取り組む必要性も然ることながら，

障害を抱えながらも人生の完成期である老年期を豊かに過ごせ

るような環境の整備が必要である1）。その一つに，自宅で介護

を受けるときに，家族の介護と外部の介護サービスを組み合わ

せるなど介護保険制度を利用し，食事や入浴といった日常生活

上の支援や，生活機能向上のための機能訓練などを日帰りで受

けることができるデイケアがある。

　高齢者はデイケアに通所することで“孤独の解消と居心地の

良い環境”や“同じ境遇の新たな友達との交流”などが得られ

る3）という報告がある。また，長澤ら4）は，デイケアの利用を

開始した高齢者には，開始時には見られなかった“自分らしさ

への上向きな思い”が半年後に出現すると述べている。このこ

とから，高齢者のデイケアの利用は，身体機能の回復以上に，

介護を必要とする高齢男性のデイケアへの適応過程
－配偶者のいない高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセス－
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要旨
　本研究は，デイケアを利用する配偶者のいない高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセスを明らかにし，
デイケアに通所する高齢男性へのケアについて新たな視点を提示することを目的とした。デイケアを利用する８
名の高齢男性に対し半構造化面接を行い，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した。そ
の結果，23概念と７カテゴリーを生成した。生成したカテゴリーは，【気持ちに折り合いをつける】【活力の素を
得る】【気力の土台を固める】【元気だった頃を回想する】【並べられる手前味噌がある】【感謝できる環境がある】【視
座が転回する】であり，【気持ちに折り合いをつける】【活力の素を得る】【気力の土台を固める】の３つのカテゴ
リーは相互に関連するコアである。このプロセスを促進するためには，デイケアでの物的・人的両面からの環境
づくりが重要となる。
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Abstract
　This study aimed to clarify the process single elderly men who used day-care facility found their “identity.” 
In addition, a new aspect was presented about caring for elderly men who commuted every day to the day-
care facility.
　After obtaining their consent, we conducted semi-structured interviews with elderly men who commuted 
every day to the day-care facility. We analyzed this interview record using the modified grounded theory 
approach.
　As a result, 23 concepts and seven categories were generated. The categories were as follows: “the 
agreement is applied to feelings,” “the source of energies is obtained,” “the origin of energy is steady,” “the pre-
disease vigor is recalled,” “there are some achievements to be proud of,” “ability to express gratitude for an 
environment,” and “the aspect changes.”
　“The agreement is applied to feelings,” “the source of energies is obtained,” and “the origin of energy is 
steady” were the core categories and were related to other categories. Single elderly men accepted their 
sickness and disability through the process of these seven categories and found their “identity.” 
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新たな自分らしさを獲得する過程に大きく影響を及ぼしている

と考えられる。

　先行研究では，男女による違いや家族構成による違いなどは

考慮されていない。しかし，臨床の現場では男女によるデイケ

アへの適応過程に違いがあることを経験的に実感することが多

く，特に，配偶者のいない高齢男性の適応については現場の職

員が苦慮することが多い。また，これまでのデイケアにおける

高齢男性を対象とした研究では，身体機能訓練は高齢男性自身

の社会的評価を確認するツールとなって継続されていること5）

や，高齢男性がデイケアで実施したいと望む作業は高齢女性と

異なり社会的レクリエーション活動であること6），在宅生活継

続を可能にしているサポートを獲得するプロセスに心理面が影

響していること7）などが報告されているが，デイケアにおいて，

高齢男性がどのような体験のなかで『自分らしさ』を見つけて

いくのかというプロセスを明らかにしたものはない。

　そこで，本研究においては，配偶者のいない高齢男性が，障

害を得た後に利用するデイケアにおいて，どのような体験をし，

どのように『自分らしさ』を見つけていくのかというプロセス

を明らかにし，デイケアに通所する高齢男性へのケアについて

新たな視点を提示することを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究で用いる『自分らしさ』は，「自分の行為を自ら選択

して決めること」とした。

Ⅲ．研究方法
１．研究対象者
　デイケアに通いながら在宅生活をしている配偶者がいない65

歳以上の男性を対象とした。認知症の診断がある者は研究対象

者から除外した。研究対象者の選定にあたっては，Aデイケア

の協力を得た。

２．データ収集
　データ収集は2014年９月１日から30日の期間に実施した。研

究の同意が得られた研究対象者に「デイケアの利用のきっかけ」

「デイケアでの過ごし方について」「家での生活について」「配

偶者でない家族との関係について」のインタビューガイドをも

とに半構造化面接を実施した。時間は30分から60分程度の１回

とした。インタビューは，研究対象者の了承を得た上でレコー

ダーに録音し，インタビュー後に逐語録を作成した。

３．分析方法
　本研究は，木下8）の修正版グラウンデッド・セオリー・アプロ

ーチ（Modified Grounded Theory Approach：以下，M-GTA）

を用いて分析した。分析テーマは，「デイケアを利用する配偶

者のいない高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセス」

とし，分析焦点者は「デイケアを利用する配偶者のいない高齢

男性」（以下，高齢男性）とした。

　分析テーマに照らしてインタビューが最も充実した内容が語

られていると判断した逐語録から分析を始めた。分析は，対象

者の逐語録全体に目を通した後，分析テーマに基づき関連個所

に着目し，それを１つの具体例（以下，バリエーション）とし，

その意味を解釈し定義とした。さらにその定義から概念名を生

成した。バリエーションの抽出から概念生成には分析ワークシ

ートを用いた。２事例目以降も同様に分析した。

　生成した概念と他の概念との関係を比較検討しながら，カテ

ゴリーを生成した。カテゴリー相互の関係から分析結果を結果

図としてまとめた。

　本研究の分析過程はM-GTAの分析手法に精通した研究者を

中心に，生成した概念と概念間の関係を研究者間で何度も繰り

返し討議をして信頼性・妥当性の確保に努めた。

４．倫理的配慮
　本研究は，聖徳大学ヒューマンスタディに関する倫理審査委

員会の承認を得て実施した。研究対象者に，直接，研究の趣旨

を伝え，匿名性の保持と目的以外にデータを使用しないこと，

参加・協力・取り消しの権利の保障，インタビューを録音する

こと，論文作成後はデータを破棄することを書面および口頭で

説明し了解を得た。

Ⅳ．結果
１．研究対象者の概要
　研究対象者は，研究参加の同意が得られた高齢男性８名であ

り，平均年齢71.9歳であった。配偶者以外の同居がある者４名

とない者４名であり，介護度は１から４で，デイケアの利用頻

度は週に２回から４回であった。

２．分析結果
　分析の結果，７カテゴリーと23概念を生成した（表１）。ス

トーリーラインは，以下である。結果図は，図１として示した。

なお，【 】はカテゴリー，＜＞は概念，『 』は定義，「」はバリ

エーションとして表記する。

１）ストーリーライン
　高齢男性が自分らしさをみつけていくプロセスのコアとして，

【気持ちに折り合いをつける】こと，【活力の素を得る】こと，【気

力の土台を固める】ことがある。この３つは相互に関連させな

がら自分らしさをみつけるプロセスのコアとして展開される。

　まず，【気持ちに折り合いをつける】とは，高齢男性が日常

生活で病気や障害のために思い通りにいかないことなどを＜性
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表１．生成した概念とカテゴリー

カテゴリー 概　念 定　義

気持ちに折り
合いをつける

自らの拠りどころを捜す 自分の値打ちを見出すために葛藤すること

能力の限界を知る いくら努力をしても加齢や障害のためにできなくなることがあるという現実を受け入れること

不本意さを飲み込む デイケアに来ること，来ていることは不本意だが、納得しようと努めること

性格の所為にする 健康を害する前からの性格の所為にすることで自分を保つこと

契約に従う 取り決めに従って通所していること

安心なところに決める 顔見知りの人達と継続的なかかわりで安心感を得ながらリハビリを続けたいと思うこと

活力の素を得る

裁量の余地がある 人に指示されずに振る舞うことができること

かつての気分を共有する 同じ時代を生きてきた人達と交わることで経験したエピソードを思い出すこと

関心ごとを共有する 自分の志向と一致する仲間と一緒に過ごすこと

心が躍る 人と競争できることでわくわくすること

気力の土台を
固める

誇りを保とうとする 不自由な体であっても自分でできることは自分でしようとすること

労を惜しまない 回復した機能を十分に生かすように努力すること

生活習慣を整える 自分が決めた生活習慣を主張し実行すること

元気だった頃
を回想する

過去を自得する 思い通りにできていた頃の自分を思い出して自賛すること

過去を恥じる 勝手気ままな生活をしていた頃の自分を思い出して過去の無知を恥じること

並べられる
手前味噌がある

優越感をもつ 得意気になるものがあること

親役割を保つ 病気や障害になっても親役割を果たそうとすること

感謝できる
環境がある

デイケアに 陽だまり を感じる 想定外の心地よさにありがたい気持ちになること

気働きを感じる 常にスタッフが見守ってくれていることに感謝できること

期待のもつれに気づく お互いの期待のずれに気づきながらも葛藤の渦中にあること

前途に光を見出す できないと思っていたことができるようになったことで救われたと思うこと

視座が転回する
新たな視点を獲得する 病気にならないとわからないことがあると自覚すること

心遣いができる 他人の辛さを自分の辛さとして感じて配慮すること
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図１．デイケアを利用する配偶者のいない高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセス
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格の所為にする＞＜自らの拠りどころを捜す＞といった葛藤を

くり返しつつ，＜能力の限界を知る＞ことや＜不本意さを飲み

込む＞ことである。一方で，＜契約に従う＞＜安心なところに

決める＞ことでデイケアに通うことを自分自身に納得させる。

　次に，高齢男性は【活力の素を得る】ために，同世代の人た

ちと＜かつての気分を共有する＞ことや自分と同じような＜関

心ごとを共有する＞ことで活気に満ちていた頃を思い出す。ま

た，デイケアでは障害があっても人と競争できるものがあるこ

とで＜心が躍る＞経験をし，さらに人に指示されずに振る舞え

る＜裁量の余地がある＞ことでも元気になれる。

　さらに，高齢男性は【気力の土台を固める】ために，健康を

維持しようと＜生活習慣を整える＞ことや回復した機能を低下

させないように＜労を惜しまない＞工夫をして配偶者がいない

生活のなかで努力する。このことを通じて，不自由な身体であ

っても＜誇りを保とうとする＞。

　このコアに，【元気だった頃を回想する】ことや【並べられ

る手前味噌がある】ことが結びつくことで，高齢男性の過去と

現在，さらには未来の希望へとつながる。【元気だった頃を回

想する】は，勝手気ままな＜過去を恥じる＞ことで自分を戒め，

一方で，輝いていた頃の自分を思い出して＜過去を自得する＞。

また，【並べられる手前味噌がある】は，高齢になり病気や障

害があっても＜親役割を保つ＞ことや，得意気になるものがま

だあるといった＜優越感をもつ＞ことである。

　これらを促進させるには，【感謝できる環境がある】ことが

重要である。つまり，常にスタッフの＜気働きを感じる＞環境

のなかで自宅では得られにくい心地よさとして＜デイケアに

“陽だまり”を感じる＞ことができる。そのなかで，スタッフ

と自分との＜期待のもつれに気づく＞ことや＜前途に光を見出

す＞ことができる。

　そして，病気にならないとわからないことがあると自覚する

ことで＜新たな視点を獲得する＞。さらには他人の辛さを自分

の辛さと思えるようになり＜心遣いができる＞自分を発見する。

これにより【視座が転回する】。

２）生成されたカテゴリーと概念
⑴　気持ちに折り合いをつける
　【気持ちに折り合いをつける】は，＜性格の所為にする＞＜自

らの拠りどころを捜す＞＜能力の限界を知る＞＜不本意さを飲

み込む＞＜契約に従う＞＜安心なところに決める＞の６概念で

構成される。＜性格の所為にする＞は，『健康を害する前から

の性格の所為にすることで自分を保つこと』と定義した。バリ

エーションは，「しゃべらない方だからね。そうですよね，声

をかけてくださる方もいるけどね。自分からはね進んで話さな

い。これは性格ですね。」などがあった。＜自らの拠りどころ

を捜す＞は，障害をもってしまった自分の支えとなる人，モノ，

場所を捜すことで『自分の値打ちを見出すために葛藤すること』

と定義した。バリエーションは，「元気にね。ころっと死ぬま

で元気でなくちゃだめ，人間は。こんなんなって生きてたって

何の役にも立たないし，人に迷惑かけるだけ。なんかすごい薬

ないかね。あの，誰にも迷惑かけないでころっといけるやつ。」

などがあった。＜能力の限界を知る＞は，『いくら努力しても

加齢や障害のためにできなくなることがあるという現実を受け

入れること』と定義した。バリエーションは，「私の場合は，

自分で風呂に入れないから。自宅の風呂あるんだけど，自分で

風呂に出ないでしょう。シャワーをするつもりでチャレンジし

たんだけど，風呂場の敷居でもって，ひっくり返っちゃったの。

一人で。一人住まいだから。」などがあった。＜不本意さを飲

み込む＞は，『デイケアに来ること，来ていることは不本意だが，

納得しようと努めること』と定義した。バリエーションは，「家

にいると一人でしょ。そうです。会えて楽しいよ。同年代の人

と話するし。なかには気に入んね人もいるけど，そういうのは

気にしないから。気にすると，来るの嫌になっちゃうから，そ

ういう人はあまりあれしないようにして。」などがあった。＜

契約に従う＞は，『取り決めに従って通所していること』と定

義した。バリエーションは，「週２回だけど。決まりだからね。

しょうがねえから行くってとこでしたかね。」などがあった。

＜安心なところに決める＞は，『顔見知りの人達と継続的なか

かわりで安心感を得ながらリハビリを続けたいと思うこと』と

定義した。バリエーションは，「リハビリの先生もある程度こ

こにいた人もいたから。お世話になろうと思ったんです。ほか

を知らないからね。リハビリの続きっていうんですか。安心感

っていうか。リハビリの先生方を知っていたから。」などがあ

った。

⑵　活力の素を得る
　【活力の素を得る】は，＜かつての気分を共有する＞＜関心

ごとを共有する＞＜心が躍る＞＜裁量の余地がある＞の４概念

で構成される。＜かつての気分を共有する＞は『同じ時代を生

きてきた人達と交わることで経験したエピソードを思い出すこ

と』と定義した。バリエーションは，「やっぱり年が似ている

から。大体昔の話もするしね。テレビを見ながらね。スポーツ

の話から，いろいろ毎日しますよ。だから，そういうメンバー

でも会うのが楽しみ。」などがあった。＜関心ごとを共有する

＞は，『自分の志向と一致する仲間と一緒に過ごすこと』と定

義した。バリエーションは，「なんって言うの。うちじゃほら

一人だからな。寂しいしな。（話は）しなくてもね。みんなが

いるから。同じ話とかみんなしてるからな。よくなってるとか

リハビリ頑張っているとかさ。そういうのをね。あるね。うん

ある。」などがあった。＜心が躍る＞は，『人と競争できること

でわくわくすること』と定義した。バリエーションは，「ここ

はね，将棋だのやったんだけど，弱いから負けちゃうんだよ。
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ここの人は遠慮しねえんだよね。俺，まだ覚えたてだから，教

えてくれたって。普通さ，弱い人から先やるんだから将棋はね。

ここ，じゃんけんだよ。じゃんけんで負けちゃうとさ，勝った

人が先やっちゃうんだもん。弱い人を先やらせなくちゃだめだ

よね。それで，負けちゃうんだよ，いつも。うちで孫とやって

も負けちゃうんだけど，弱いんだよね。だから最近やんねえん

だ，負けてばっかりだ。たまに勝たしてくれなくちゃ，先やっ

ていいよとかって言ってね。それ先やっちゃうんだ，もう。そ

れで勝って喜んでんだ。」などがあった。＜裁量の余地がある＞

は，限られた範囲であっても『人に指示されずに振る舞うこと

ができること』と定義した。バリエーションは，「自由が利く

ところですね。あれしなさい，これしなさいって云われない。

好き勝手ができる。自由はいいことです。本当に。」などがあ

った。

⑶　気力の土台を固める
　【気力の土台を固める】は，＜生活習慣を整える＞＜労を惜し

まない＞＜誇りを保とうとする＞の３概念で構成される。＜生

活習慣を整える＞は，『自分が決めた生活習慣を主張し実行す

ること』と定義した。バリエーションは，「トイレ行って。水

ちょこっと飲んで。大便が出ないんだよね，水飲まないとね。

水飲むようにしてさ。」などがあった。＜労を惜しまない＞は，

『回復した機能を十分に生かすように努力すること』と定義し

た。バリエーションは，「やってますね。（洗濯，干したり）う

ん。リハビリだと思ってね。やってる。そうだね。お母さん（亡

くなった妻）が，そうやってたから。見よう見まねで。それま

で，家の仕事なんか，全然やったことない。みんな，お母さん

（亡くなった妻）まかせで。」などがあった。＜誇りを保とうと

する＞は，自分の誇りを保つために『不自由な体であっても自

分でできることは自分でしようとすること』と定義した。バリ

エーションは，「この着替えがなんちゅったって大変。ほんで，

やっとこ着替えて，ああ着替えたっつうと，毛が見えたり，反

対に履いてたりなんかで，ああせっかく着た（の）に，また着

替えたり。ほんとだから。それで気持ちが焦るから，ますます

混乱して。だから，どっか行くっちゅうたら，30分くらいかか

るよね。」などがあった。

⑷　元気だった頃を回想する
　【元気だった頃を回想する】は，＜過去を恥じる＞＜過去を

自得する＞の２概念で構成される。＜過去を恥じる＞は，『勝

手気ままな生活をしていた頃の自分を思い出して無知を恥じる

こと』と定義した。バリエーションは，「だいたい酒飲んだり，

たばこ吸ったり，コレステロールがたまるような油もんが大好

きとか。だいたい聞くとそうだから。ああ，こんでみんな病気

だなって。おら，かかってはじめて気がつくんで。飲んだり食

べとったりしてるときは誰もわかんないから。」などがあった。

＜過去を自得する＞は，『思い通りにできていたころの自分を

思い出して自賛すること』と定義した。バリエーションは，「あ

と運転士はね。運転士さんは俺のいうなりでさ。うん。こっか

らここまでオーライだからって行くってんで。ポイントは自分

でダウンロードしたやつよ。どっからどこまで開通オーライっ

て。そこまで行って。あと駅と打ち合わせしたりなんかして。」

などがあった。

⑸　並べられる手前味噌がある
　【並べられる手前味噌がある】は，＜親役割を保つ＞＜優越

感をもつ＞の２概念で構成される。＜親役割を保つ＞は，『病

気や障害になっても親役割を果たそうとすること』と定義した。

バリエーションは，「行ったってつまんないもん。みんなかわ

いそうでしょ。だって，運転したり，俺のこと歩けないから車

いす持って来てでしょ，家の中から。せがれが運転したり，こ

うやって俺のことを引っ張って歩く。かわいそう。だから，今

は行かねえって言う。」などがあった。＜優越感をもつ＞は，『得

意気になるものがあること』と定義した。バリエーションは，「で

もみんな俺が教えてやっている，とにかく俺が教えてやる。関

係ないの。誰でもいいの。誰かがやらなきゃなんねえから。」

などがあった。

⑹　感謝できる環境がある
　【感謝できる環境がある】は，＜気働きを感じる＞＜デイケ

アに“陽だまり”を感じる＞＜期待のもつれに気づく＞＜前途

に光を見出す＞の４概念で構成される。＜気働きを感じる＞は，

『常にスタッフが見守ってくれていることに感謝できること』

と定義した。バリエーションは，「水もなんも飲めないことを

体験した人間がね，最初ね，例えば水が置いてあってね，みん

なお風呂に入ってね，そしたら普通の人だいたい（お風呂から

上がって）水飲みますよね。でも，飲めないあれ（人）もいる，

じっと（水を）見ているんですね。とうとう口をゆすぎたいと

言って水のそばに行くんですね。意識的にね。そうすると，こ

この職員さん，どっかから来るんかね。あんた，自分の身体の

こと分かっているのって。っていう言い方じゃないけどね。そ

んなふうに見てくれていますよ。ああっ，ここまで見てくれて

いるんだって感心しますよ。」などがあった。＜デイケアに“陽

だまり”を感じる＞は，『想定外の心地よさにありがたい気持

ちになること』と定義した。バリエーションは，「ここに来る

とね，お風呂に入れてもらえて，リハビリもしてもらえる，帰

る前にはお茶も入れてくれるから，そういうことが違いますね。

帰りにはお茶も入れてもらえる。こんなありがたいことはない

ですね。」などがあった。＜期待のもつれに気づく＞は，『お互

いの期待のずれに気づきながらも葛藤の渦中にあること』と定

義した。バリエーションは，「まず食事とかもね，病気になら

ないとわからないですね。そうです。わからないっておかしい

けどね。大感謝ですよ。最初時間がかかったんだけど。医者か

らOKが出て，リハビリの方が喜んでくれて，有難いですよ。
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本当は自分が喜ばなきゃならないのに，びっくりしました。有

難かったですよ（涙）。もちろんこれはね，病気の上のことで

すからね。病気になってからとは意味が違うからね。だってね，

自分の意志があっても身体がうごかないですからね。病気はす

るもんじゃないですよね。なってみないとわからないことで

す。」があった。＜前途に光を見出す＞は，『できないと思って

いたことができるようになったことで救われたと思うこと』と

定義した。バリエーションは，「ひとつはね，できるようにな

ったってことですよね。有難いことです。それがね，さっき云

った食事のことですね。口から入らないことを覚悟したけど，

それが叶ったんですよ。有難いことです。リハビリですよね。

えとね，顔を手で洗えねんだから。ここまでしかあがれねえん

です。でもまあここに来るようになって，あっ，よかったって

思うんです。もうちょっとだから，顔洗えるようになる。」な

どがあった。

⑺　視座が転回する
　【視座が転回する】は，＜新たな視点を獲得する＞＜心遣い

ができる＞の２概念で構成される。＜新たな視点を獲得する＞

は，『病気にならないとわからないことがあると自覚すること』

と定義した。バリエーションは，「俺は案外頑固もんだったん

だよ。自分が思ったことは通す方だった。病気になって，それ

が間違っていたなと思って。あまり頑固でいちゃだめだと。み

んなに嫌われちゃう。」などがあった。＜心遣いができる＞は，

『他人の辛さを自分の辛さとして感じて配慮すること』と定義

した。バリエーションは，「しゃべれない。無理に話しかけた

ってもうね，気の毒だから。うん。それでなくちゃ，私はしゃ

べるから，で，相手がしゃべれねえんじゃ気の毒だから。その

反対の立場になっちゃ，つらい，つらいかもね。だから，たい

がい言葉のできない人は，にこって笑って，ああって。手でこ

うやんば，たいがい言葉がだめだちゅういってることだから。

ああ，これは失礼になるとこ来ちゃったな。二度と聞かない。」

などがあった。

Ⅴ．考察
１．『自分らしさ』を見つけていくプロセス
　高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセスは，【気

持ちに折り合いをつける】，【活力の素を得る】，【気力の土台を

固める】ことの３つを相互に関連させながらこれをコアとして，

【元気だった頃を回想する】ことや【並べられる手前味噌がある】

ことに支えられ，さらに，これらに【感謝できる環境がある】

ことで，前向きに【視座が転回する】というものであった。

　この前向きに【視座が転回する】ことで，病気や障害によっ

て生じる困難を乗り越えることができる。それは，病気になら

ないとわからないことがあるものだと心底実感することであり，

さらに他人の辛さを自分自身の辛さとして感じたうえで，他人

に配慮する行為をとることで獲得できるものである。これは，

沖中9）が言う高齢者には「老いた自分が情けない，どんなに頑

張っても回復には限界がある，という“人生に立ちはだかる思

い”がある」ことや，越猪ら10）が指摘する「老いや身体の衰え，

身体の不自由さにより，自分自身の生活能力の低下を実感し，

家族など他者に身の回りのことを依存せざるを得なくなること

が自尊感情に影響を与える」ことをも克服させるものである。

　この前向きに【視座が転回する】ためには，その周囲に常に

【感謝できる環境がある】ことが必要であった。特に配偶者の

いない高齢男性にとっては，普段自分を気にかけてくれる人が

いないと感じていても，ここでは食事や入浴の世話，機能訓練

の実施だけでなく，常にスタッフが見守ってくれており，さら

にお茶まで入れてくれるという配慮をありがたく思える環境に

よって【視座が転回する】ことを促進していると考えられる。

つまり，配偶者がいないことからくる不自由さと寂しさがその

感謝できる環境をより強く感受できるようにしていると考えら

れる。インタビューの中で，お茶を飲むこと，食事をすること，

入浴をすること，口をゆすぐこと，話を聞いてもらえるなどの

デイケアで行われる日常的なケアに感謝する発言が多くみられ

ることからも推察できる。本研究対象者が利用するデイケアの

スタッフが何気なく行っているケアは，配偶者がいない高齢男

性の自宅では得られにくい【感謝できる環境がある】ことであ

ったと確認できる。このような環境はどのデイケア施設にもあ

るものではない。本研究の対象者が通うデイケアには，＜気働

きを感じる＞＜デイケアに“陽だまり”を感じる＞などの感謝を

生み出すスタッフや仕組みが豊富に準備されていると言える。

２．デイケアの環境づくりの重要性
　本研究では，自分らしさを見つけていくプロセスのコアとし

て【気持ちに折り合いをつける】こと，【活力の素を得る】こと，

【気力の土台を固める】ことの３つが相互に関連し合うことの

必要性が明らかになった。そのためには＜自らの拠り所を捜す＞

ことが可能な環境が用意されなければならない。これは，自分の

支えとなる人，モノ，場所を捜しながら自分の値打ちを見出す

ために葛藤することである。岸上11）は，「デイケアにおいて男性は，

苦しい中の努力を続け，他人評価が向上することで社会評価を

取り戻す」として高齢男性の拠り所としての社会的評価の重要

性を指摘しているが，このことは，本研究の不自由な身体であ

っても自分でできることは自分でしようとすることで＜誇りを

保とうとする＞ことと重なる。そのため，デイケアのスタッフ

は高齢男性が，トイレ，食事，更衣などの日々の場面で時間が

かかり上手にできないことがあっても，高齢男性が自らの誇り

を保つために努力していることに気づき，認め，他者にも伝え

ていくことで高齢男性の他者評価をも向上させ，社会評価を取

り戻す支援につながると考えられる。
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　さらに，同じ時代を生きてきた人たちと経験したエピソード

を思い出し＜かつての気分を共有する＞ことや，自分の志向と

一致する仲間と＜関心ごとを共有する＞ことで＜心が躍る＞体

験をし，限られた範囲であっても人に指示されずに振る舞うこ

とができるという＜裁量の余地がある＞ことで，時には人と競

争できるという＜心が躍る＞体験を可能とする【活力の素を得

る】環境設定がぜひ必要である。つまり，外山12）が指摘する「高

齢者に舞台に上がっていただく仕掛けが必要だ。高齢者が“そ

の気になれる”場づくりが不可欠」である。本研究対象者の通

うデイケアにおいては，気の合う仲間，志向が合う仲間や同世

代の仲間との小集団の自由な活動が行えるような仕組みづくり

が随所にあった。多くのデイケアが「皆で一斉に同じことを行

う」という慣習を見直し，レクリエーションでは高齢男性が自

分の居場所を自由に選択でき，仲間と共に過ごし，時に仲間と

競争するなどして心が躍る体験ができるように整備することが

必要である。本研究対象が利用するデイケアはこれらができる

スタッフと施設の環境が整っていたと言える。

　上記のコアに【元気だった頃を回想する】ことや【並べられ

る手前味噌がある】ことが結びつくことで，高齢男性の過去と

現在，さらには未来の希望へとつながる。この回想することや

並べるという行為は，話す相手や聴いてくれる相手がいないと

成立しない。そのため，そのことを意識し，工夫しながらコミ

ュニケーションをとるスタッフやボランティアを教育し配置す

ることが必要である。

　最後に【感謝できる環境がある】ことが重要である。インタ

ビューの中で，お茶を飲むこと，食事をすること，入浴をする

こと，口をゆすぐことなどのデイケアで行われるケアに感謝す

る発言が多くあった。また，自宅では家族がいても時に失敗し

て＜能力の限界を知る＞こと，配偶者がいない不自由さについ

ても＜不本意さを飲み込む＞高齢男性がいた。デイケアにおい

ても自宅にいると感じられる集団の中の一人（個）として見て

くれているスタッフの気働きに対して，自宅以上に安心できる

“陽だまり”を感じるのである。このような細やかなケアへの

感謝の気持ちが生じる環境においては，自分自身を顧みる機会

が増え，『自分らしさ』を見つけるプロセスが促進される。

　水戸13）は，高齢者が大切にされていると感じることを増や

す具体例として，「言葉ではなく日常の一つひとつのケアをて

いねいに行うことが“あなたを大切に思っていますよ”という

メッセージにつながる」と述べている。高齢男性が『自分らし

さ』を見つけていくためには，物理的な環境だけでなくスタッ

フも環境要因の一つであることを意識して，意図的に心を込め

てケアにあたることがデイケアにおける環境設定の重要な視点

である。デイケアという場所やスタッフが生み出す“陽だまり”

という環境は，高齢男性が『自分らしさ』を見つけられる環境

の重要な要素である。

Ⅵ．結論
　高齢男性が『自分らしさ』を見つけていくプロセスは，７カ

テゴリーと23概念で説明することができる。これは，【気持ち

に折り合いをつける】【活力の素を得る】【気力の土台を固める】

の３つが相互に関連してコアを形成し，【元気だった頃を回想

する】【並べられる手前味噌がある】が結びつくことで，高齢

男性の過去と現在，未来への希望へと広がり，さらに，これら

を促進させる【感謝できる環境がある】ことで高齢男性の【視

座が転回する】のである。

　このプロセスにはデイケアでの環境づくりが重要である。特

に＜自らの拠り所を捜す＞＜かつての気分を共有する＞＜関心

ごとを共有する＞＜心が躍る＞＜裁量の余地がある＞ための環

境設定が必要である。そのためには，物的・人的両面からの環

境づくりが重要となる。

　本研究の結果はデイケアを利用する配偶者がいない高齢男性

の８名の語りを分析して生成されたものである。今後は配偶者

がいる高齢男性を対象として調査を継続し，さらに高齢女性に

対する調査も加えて，高齢者のデイケアへの適応のプロセスの

全体像を明らかにする必要がある。
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